
○
告

示

診
療
科
目

医
師
氏
名

勤

務

場

所

指

定

年

月

日

視

覚

障

害

髙

木

真

由

高
木
眼
科
医
院

別
府
市
駅
前
町
五
―
五

平
二
九
・
六
・
一
五

肢
体
不
自
由

中

村

洋

介

医
療
法
人
恵
愛
会

中
村
病
院

別
府
市
秋
葉
町
八
番
二
四
号

〃

小
腸
の
機
能
障
害

江

頭

明

典

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

別
府
市
内
竈
一
四
七
三

〃

肢
体
不
自
由

伊

藤

弘

雅

大
分
県
済
生
会

日
田
病
院

日
田
市
大
字
三
和
六
四
三
番
地
の
七

〃

肝
臓
の
機
能
障
害

棚

橋

仁

豊
後
大
野
市
民
病
院

豊
後
大
野
市
緒
方
町
馬
場
二
七
六
番
地

〃

呼
吸
器
の
機
能
障
害

後

藤

昭

彦

大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院

由
布
市
挾
間
町
医
大
ヶ
丘
一
丁
目
一
番
地

〃

呼
吸
器
の
機
能
障
害

宇
佐
川

佑

子

大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院

由
布
市
挾
間
町
医
大
ヶ
丘
一
丁
目
一
番
地

〃

呼
吸
器
の
機
能
障
害

山

末

ま

り

大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院

由
布
市
挾
間
町
医
大
ヶ
丘
一
丁
目
一
番
地

〃

平
衡
機
能
障
害

音
声
・
言
語
機
能
障
害

肢
体
不
自
由

ぼ
う
こ
う
又
は

直
腸
の
機
能
障
害

天

野

優

子

大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院

由
布
市
挾
間
町
医
大
ヶ
丘
一
丁
目
一
番
地

〃
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告

示

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
医
師
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
認
証
申
請
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
認
可
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

指
定
予
定
保
安
林
（
三
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
に
係
る
指
針
案
の
縦
覧
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
指
定
に
係
る
指
針
案
の
縦
覧
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
に
係
る
公
聴
会
の
開
催
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
指
定
に
係
る
公
聴
会
の
開
催
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

雑

報

平
成
二
十
九
年
度
行
政
書
士
試
験
の
実
施
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

大
分
県
告
示
第
三
百
八
十
七
号

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
師
と

し
て
次
の
者
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
三
百
八
十
八
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

変
更
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
六
月
十
九
日

二

変
更
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人

大
分
県
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

三

代
表
者
の
氏
名

上

田

孝

吉

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

大
分
市
高
松
一
丁
目
九
番
十
六
号
安
松
ビ
ル
二
階

平
成
二
十
九
年

第

二

八

九

五

号

七

月

四

日

( 火 曜 日 )

目

次

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

㈱
明
文
堂
印
刷

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

大
分
県
報
（
告
示
）

一
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!

土
地
改
良
区
名

所

在

地

認

可

年

月

日

竹
田
市
土
地
改
良
区

竹
田
市

平
二
九
・

六
・
二
一

!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!

土
地
改
良
区
名

所

在

地

認

可

年

月

日

宇
佐
土
地
改
良
区

宇
佐
市

平
二
九
・

六
・
二
二

!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!

!
!
!
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!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
大
分
県
民
に
対
し
て
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
普

及
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自
然
を
愛
護
し
、
自
然
に
親
し
み
、
健
康
と
心
身
の
涵
養
を
図
り
、
明
る
い
社

会
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

定
款
変
更
の
内
容

役
員
に
関
す
る
事
項
の
変
更

会
議
に
関
す
る
事
項
の
変
更

資
産
及
び
会
計
に
関
す
る
事
項
の
変
更

定
款
の
変
更
に
関
す
る
事
項
の
変
更

公
告
の
方
法
の
変
更

大
分
県
告
示
第
三
百
八
十
九
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改

良
区
の
定
款
変
更
を
認
可
し
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
三
百
九
十
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改

良
区
の
定
款
変
更
を
認
可
し
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
三
百
九
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
林
水

産
大
臣
か
ら
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

日
田
市
前
津
江
町
大
野
字
大
平
一
八
八
一
番
一
、
一
八
八
一
番
二
、
一
八
八
二
番
か
ら
一
八
八
六
番
ま

で
、
一
八
九
四
番
、
一
八
九
七
番
、
一
八
九
九
番
、
一
九
〇
〇
番
、
一
九
〇
四
番
、
字
坂
ノ
下
三
〇
〇
七

番
二

指
定
の
目
的

か

ん

水
源
の
涵
養

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
択
伐
に
よ
る
。

字
大
平
一
八
八
二
・
一
八
八
三
・
一
八
九
四
・
字
坂
ノ
下
三
〇
〇
七
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
、
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

㈡

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

㈢

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈣

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産
部

森
林
保
全
課
及
び
大
分
県
西
部
振
興
局
並
び
に
日
田
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

大
分
県
告
示
第
三
百
九
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
林
水

産
大
臣
か
ら
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

日
田
市
大
字
小
野
字
森
ノ
上
一
三
七
二
番
・
一
三
七
三
番
・
一
三
七
五
番
二
・
字
池
ノ
本
一
三
九
四
番

・
一
三
九
五
番
二
・
一
三
九
六
番
・
一
四
〇
〇
番
・
一
四
〇
五
番
一
（
以
上
八
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。
）
、
字
森
ノ
上
一
三
五
五
番
一
、
一
三
五
五
番
二
、
一
三
六
六
番
、
字
池
ノ
本
一
三
八

三
番
、
一
三
八
九
番
二
、
一
三
九
〇
番
か
ら
一
三
九
二
番
ま
で
、
一
三
九
三
番
一
、
一
三
九
三
番
二
、
一

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

大
分
県
報
（
告
示
）

二
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名

称

区

域

存
続
期
間

指
針
案
を
縦
覧
す
る
場
所

杵
築
市
大
字
南
杵

築
の
市
道
市
駅
錦

江
橋
線
と
八
坂
川

左
岸
堤
防
と
の
交

点
を
起
点
と
し
、

同
川
の
左
岸
を
東

に
進
み
国
道
二
一

三
号
と
の
交
点
に

至
り
、
同
国
道
を

北
に
進
み
県
道
大

田
杵
築
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
県

道
を
北
西
に
進
み

市
道
西
新
町
宮
司

線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
北

三
九
七
番
、
一
四
〇
五
番
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
択
伐
に
よ
る
。

字
森
ノ
上
一
三
五
五
番
一
・
一
三
六
六
・
一
三
七
三
・
字
池
ノ
本
一
三
九
四
・
一
三
九
七
・
一
四

〇
〇
・
一
四
〇
五
番
一
・
一
四
〇
五
番
二
（
以
上
八
筆
に
つ
い
て
、
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。
）

㈡

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

㈢

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈣

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産
部

森
林
保
全
課
及
び
大
分
県
西
部
振
興
局
並
び
に
日
田
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

大
分
県
告
示
第
三
百
九
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
林
水

産
大
臣
か
ら
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

佐
伯
市
本
匠
大
字
山
部
字
マ
タ
ケ
ノ
ヲ
一
五
五
番
一
・
字
森
首
一
五
六
番
・
字
上
畑
一
五
七
番
一
・
一

五
七
番
二
・
字
マ
タ
ケ
ノ
ヲ
一
五
八
番
一
（
以
上
五
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
字

岩
首
一
五
二
番
、
字
ト
ヤ
一
五
三
番
、
一
五
四
番
一
、
字
マ
タ
ケ
ノ
ヲ
一
五
五
番
二
、
字
戸
ノ
上
一
六
〇

番
一
、
字
ト
ヤ
一
六
三
番

二

指
定
の
目
的

か

ん

水
源
の
涵
養

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産
部

森
林
保
全
課
及
び
大
分
県
南
部
振
興
局
並
び
に
佐
伯
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

大
分
県
告
示
第
三
百
九
十
四
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二

十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
度
指
定
予
定
の
鳥
獣
保
護
区
の
名
称
、
区
域
、
存
続
期
間

及
び
当
該
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
の
案
を
次
の
と
お
り
定
め
た
の
で
、
当
該
指
針
案
を
平
成
二

十
九
年
七
月
四
日
か
ら
同
月
十
八
日
ま
で
、
次
の
場
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
当
該
区
域
の
住
民
及
び
利
害
関
係
人
は
縦
覧
期
間
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
指
針
案
に

つ
い
て
の
意
見
書
を
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

大
分
県
報
（
告
示
）

三



守
江
湾
鳥
獣
保
護
区

に
進
み
県
道
成
仏

杵
築
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
県
道

を
東
に
進
み
市
道

大
内
山
塩
浜
線
と

の
交
点
に
至
り
、

同
市
道
を
東
に
進

み
県
道
糸
原
杵
築

線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
県
道
を
南

東
に
進
み
国
道
二

一
三
号
と
の
交
点

に
至
り
、
同
国
道

を
東
に
進
み
市
道

美
濃
崎
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
市

道
を
南
東
に
進
み

市
道
黒
岩
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
南
西
に
進

み
住
吉
浜
の
海
岸

線
に
至
り
、
同
海

岸
線
を
西
に
進
み

守
江
灯
台
に
至

り
、
同
灯
台
か
ら

納
屋
漁
港
南
側
防

波
堤
先
端
を
見
通

し
た
線
で
結
び
、

同
防
波
堤
を
西
に

進
み
市
道
納
屋
第

一
号
線
に
至
り
、

同
市
道
を
西
に
進

み
市
道
三
川
原
北

線
に
至
り
、
同
市

道
を
西
に
進
み
国

道
二
一
三
号
と
の

交
点
に
至
り
、
同

国
道
を
西
に
進
み

市
道
市
駅
錦
江
橋

線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
北

西
に
進
み
起
点
に

平
二
九
・
一
一
・

一
か
ら
平
三
九
・

一
〇
・
三
一
ま
で

大
分
県
農
林
水
産
部
森
と
の
共
生
推
進
室

大
分
県
東
部
振
興
局
農
山
漁
村
振
興
部

至
る
線
に
囲
ま
れ

た
八
七
二
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
区
域

!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!

名

称

区

域

存
続
期
間

指
針
案
を
縦
覧
す
る
場
所

大
分
市
大
字
廻
栖

野
の
林
道
御
座
ヶ

岳
線
と
県
民
の
森

サ
イ
ク
リ
ン
グ
道

路
と
の
交
点
を
起

点
と
し
、
同
サ
イ

ク
リ
ン
グ
道
路
を

南
東
に
進
み
、
県

有
林
七
七
林
班
と

県
有
地
と
の
境
界

に
至
り
、
同
境
界

を
南
に
進
み
、
林

道
御
座
ヶ
岳
線
と

の
交
点
に
至
り
、

同
林
道
を
西
に
進

み
、
国
有
林
と
県

有
地
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
を
北

西
に
進
み
、
林
道

御
ヶ
岳
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
林

大
分
県
告
示
第
三
百
九
十
五
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二

十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
度
指
定
予
定
の
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
名
称
、
区

域
、
存
続
期
間
及
び
当
該
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
の
案
を
次
の
と
お
り
定
め
た

の
で
、
当
該
指
針
案
を
平
成
二
十
九
年
七
月
四
日
か
ら
同
月
十
八
日
ま
で
、
次
の
場
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

な
お
、
当
該
区
域
の
住
民
及
び
利
害
関
係
人
は
縦
覧
期
間
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
指
針
案
に

つ
い
て
の
意
見
書
を
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

大
分
県
報
（
告
示
）

四



青
少
年
の
森
鳥
獣
保

護
区
特
別
保
護
地
区

道
を
北
面
に
進
み

塚
野
山
歩
道
と
の

交
点
に
至
り
、
同

歩
道
を
北
西
に
進

み
、
林
道
御
座
ヶ

岳
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
林
道
を

北
西
に
進
み
、
林

道
御
座
ヶ
岳
線
と

の
交
点
に
至
り
、

同
林
道
を
南
西
に

進
み
、
林
道
穴
田

線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
道
を
北

西
に
進
み
、
山
際

谷
歩
道
と
の
交
点

に
至
り
、
同
歩
道

を
北
西
に
進
み
、

県
民
の
森
サ
イ
ク

リ
ン
グ
道
路
と
の

交
点
に
至
り
、
同

サ
イ
ク
リ
ン
グ
道

路
を
東
に
進
み
、

林
道
御
座
ヶ
岳
線

と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
道
を
北

に
進
み
、
起
点
に

至
る
一
五
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
区
域

平
二
九
・
一
一
・

一
か
ら
平
三
九
・

一
〇
・
三
一
ま
で

大
分
県
農
林
水
産
部
森
と
の
共
生
推
進
室

大
分
県
中
部
振
興
局
農
山
漁
村
振
興
部

佐
伯
市
鶴
見
大
字

梶
寄
浦
の
佐
伯
市

鶴
見
と
佐
伯
市
米

水
津
と
の
旧
町
村

界
と
海
岸
線
（
最

低
潮
位
）
と
の
交

点
を
起
点
と
し
、

同
海
岸
線
を
南
西

に
進
み
、
カ
ツ
ア

ジ
ロ
の
突
端
で
佐

伯
市
米
水
津
大
字

鶴
御
崎
鳥
獣
保
護
区

特
別
保
護
地
区

浦
代
浦
字
芳
ヶ
浦

と
字
八
ヶ
久
保
と

の
境
界
に
至
り
、

同
境
界
の
稜
線
を

北
東
に
進
み
、
佐

伯
市
鶴
見
と
佐
伯

市
米
水
津
と
の
境

界
に
至
り
、
同
境

界
を
南
東
に
進

み
、
市
道
梶
寄
鶴

御
崎
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
市
道

を
北
に
進
み
、
下

梶
寄
に
通
じ
る
山

道
と
の
交
点
に
至

り
、
同
山
道
を
北

に
進
み
、
佐
伯
市

鶴
見
の
海
岸
線

（
最
低
潮
位
）
と

の
交
点
に
至
り
、

同
海
岸
線
を
東
に

進
み
、
平
間
の
鼻

を
経
て
起
点
に
至

る
線
に
囲
ま
れ
た

面
積
九
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
区
域

平
二
九
・
一
一
・

一
か
ら
平
三
九
・

一
〇
・
三
一
ま
で

大
分
県
農
林
水
産
部
森
と
の
共
生
推
進
室

大
分
県
南
部
振
興
局
農
山
漁
村
振
興
部

!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!

日

時

場

所

意

見

を

聴

く

事

項

平
成
二
十
九
年

七
月
三
十
一
日

午
後
一
時
三
十
分

杵
築
市
役
所

二
階
大
会
議
室

杵
築
市
大
字
杵
築
三
七
七
番
地
一

守
江
湾
鳥
獣
保
護
区
（
杵
築
市
大
字
南
杵
築
の

市
道
市
駅
錦
江
橋
線
と
八
坂
川
左
岸
堤
防
と
の

交
点
を
起
点
と
し
、
同
川
の
左
岸
を
東
に
進
み

国
道
二
一
三
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を

北
に
進
み
県
道
大
田
杵
築
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
県
道
を
北
西
に
進
み
市
道
西
新
町
宮
司

大
分
県
告
示
第
三
百
九
十
六
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二

十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

大
分
県
報
（
告
示
）

五



線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
に
進
み
県

道
成
仏
杵
築
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を

東
に
進
み
市
道
大
内
山
塩
浜
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
東
に
進
み
県
道
糸
原
杵
築
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
南
東
に
進
み
国
道

二
一
三
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
東
に

進
み
市
道
美
濃
崎
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市

道
を
南
東
に
進
み
市
道
黒
岩
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み
住
吉
浜
の
海
岸
線

に
至
り
、
同
海
岸
線
を
西
に
進
み
守
江
灯
台
に

至
り
、
同
灯
台
か
ら
納
屋
漁
港
南
側
防
波
堤
先

端
を
見
通
し
た
線
で
結
び
、
同
防
波
堤
を
西
に

進
み
市
道
納
屋
第
一
号
線
に
至
り
、
同
市
道
を

西
に
進
み
市
道
三
川
原
北
線
に
至
り
、
同
市
道

を
西
に
進
み
国
道
二
一
三
号
と
の
交
点
に
至

り
、
同
国
道
を
西
に
進
み
市
道
市
駅
錦
江
橋
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
西
に
進
み
起

点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
八
七
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
区
域
）
の
指
定

!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!

日

時

場

所

意

見

を

聴

く

事

項

平
成
二
十
九
年

七
月
二
十
七
日

午
後
一
時
三
十
分

大
分
県
庁
舎
別
館

四
階
大
会
議
室

大
分
市
府
内
町
三
の
一
〇
の
一

青
少
年
の
森
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
（
大

分
市
大
字
廻
栖
野
の
林
道
御
座
ヶ
岳
線
と
県
民

の
森
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
を
南
東
に
進
み
、

県
有
林
七
七
林
班
と
県
有
地
と
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
を
南
に
進
み
、
林
道
御
座
ヶ
岳
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
西
に
進
み
、
国

有
林
と
県
有
地
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北

西
に
進
み
、
林
道
御
ヶ
岳
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
道
を
北
面
に
進
み
、
塚
野
山
歩
道
と

の
交
点
に
至
り
、
同
歩
道
を
北
西
に
進
み
、
林

道
御
座
ヶ
岳
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を

南
西
に
進
み
、
林
道
穴
田
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
道
を
北
西
に
進
み
、
山
際
谷
歩
道
と

の
交
点
に
至
り
、
同
歩
道
を
北
西
に
進
み
、
県

民
の
森
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
と
の
交
点
に
至

り
、
同
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
を
東
に
進
み
、
林

道
御
座
ヶ
岳
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を

北
に
進
み
、
起
点
に
至
る
一
五
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
区
域
）
の
指
定

平
成
二
十
九
年

七
月
二
十
六
日

午
後
一
時
三
十
分

佐
伯
市
鶴
見
振
興
局

会
議
室

佐
伯
市
鶴
見
大
字
地
松
浦
二
〇
〇
八

番
地
六

鶴
御
崎
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
（
佐
伯
市

鶴
見
大
字
梶
寄
浦
の
佐
伯
市
鶴
見
と
佐
伯
市
米

水
津
と
の
旧
町
村
界
と
海
岸
線
（
最
低
潮
位
）

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
海
岸
線
を
南
西
に

進
み
、
カ
ツ
ア
ジ
ロ
の
突
端
で
佐
伯
市
米
水
津

大
字
浦
代
浦
字
芳
ヶ
浦
と
字
八
ヶ
久
保
と
の
境

界
に
至
り
、
同
境
界
の
稜
線
を
北
東
に
進
み
、

佐
伯
市
鶴
見
と
佐
伯
市
米
水
津
と
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
を
南
東
に
進
み
、
市
道
梶
寄
鶴
御

崎
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
に
進

み
、
下
梶
寄
に
通
じ
る
山
道
と
の
交
点
に
至

り
、
同
山
道
を
北
に
進
み
、
佐
伯
市
鶴
見
の
海

岸
線
（
最
低
潮
位
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
海

岸
線
を
東
に
進
み
、
平
間
の
鼻
を
経
て
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
面
積
九
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

区
域
）
の
指
定

○
雑

報

大
分
県
告
示
第
三
百
九
十
七
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二

十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開

催
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長

磯
部

力
か
ら
、
平
成
二
十
九
年
度
行
政
書
士

試
験
の
実
施
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
登
載
依
頼
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

行
政
書
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
分
県
知
事
か
ら
委
任
さ

れ
た
平
成
二
十
九
年
度
行
政
書
士
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
三
日

一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

理
事
長

磯

部

力

大
分
県
報
（
告
示
・
雑
報
）

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

六



試

験

科

目

内

容

等

行
政
書
士
の
業
務
に
関
し
必
要
な
法
令
等

（
出
題
数

四
十
六
題
）

憲
法
、
行
政
法
（
行
政
法
の
一
般
的
な
法
理
論
、
行
政
手

続
法
、
行
政
不
服
審
査
法
、
行
政
事
件
訴
訟
法
、
国
家
賠

償
法
及
び
地
方
自
治
法
を
中
心
と
す
る
。
）
、
民
法
、
商

法
及
び
基
礎
法
学
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
出
題
し
、
法
令
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
現
在
施
行
さ
れ
て

い
る
法
令
に
関
し
て
出
題
す
る
。

行
政
書
士
の
業
務
に
関
連
す
る
一
般
知
識
等

（
出
題
数

十
四
題
）

政
治
・
経
済
・
社
会
、
情
報
通
信
・
個
人
情
報
保
護
、
文

章
理
解

一

試
験
日
時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
二
日
（
日
）
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

二

試
験
場
所

大
分
大
学

旦
野
原
キ
ャ
ン
パ
ス

大
分
市
大
字
旦
野
原
七
百
番
地

三

試
験
の
科
目
及
び
方
法

１

試
験
の
科
目

２

試
験
の
方
法

㈠

試
験
は
、
筆
記
試
験
に
よ
っ
て
行
う
。

㈡

出
題
の
形
式
は
、
「
行
政
書
士
の
業
務
に
関
し
必
要
な
法
令
等
」
は
択
一
式
及
び
記
述
式
、
「
行

政
書
士
の
業
務
に
関
連
す
る
一
般
知
識
等
」
は
択
一
式
と
す
る
。
な
お
、
記
述
式
は
、
四
十
字
程
度

で
記
述
す
る
も
の
を
出
題
す
る
。

四

受
験
願
書
及
び
試
験
案
内
の
配
布
と
請
求
方
法

１

受
験
願
書
及
び
試
験
案
内
の
窓
口
で
の
配
布

㈠

配
布
期
間

平
成
二
十
九
年
八
月
七
日
（
月
）
か
ら
同
年
九
月
八
日
（
金
）
ま
で
。
た
だ
し
、
日
曜
日
、
土
曜

日
及
び
国
民
の
祝
日
を
除
く
。

㈡

配
布
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

㈢

配
布
場
所

一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
、
大
分
県
情
報
セ
ン
タ
ー
、
東
部
振
興
局
、
別
府

土
木
事
務
所
、
臼
杵
土
木
事
務
所
、
南
部
振
興
局
、
豊
肥
振
興
局
、
豊
後
大
野
土
木
事
務
所
、
西
部

振
興
局
、
玖
珠
土
木
事
務
所
、
北
部
振
興
局
、
豊
後
高
田
土
木
事
務
所
及
び
中
津
土
木
事
務
所
並
び

に
大
分
県
行
政
書
士
会

２

受
験
願
書
及
び
試
験
案
内
の
郵
送
に
よ
る
請
求

㈠

配
布
期
間

平
成
二
十
九
年
八
月
七
日
（
月
）
か
ら
同
年
九
月
一
日
（
金
）
ま
で

な
お
、
受
験
願
書
及
び
試
験
案
内
の
郵
送
で
の
配
布
の
請
求
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
三
日

（
月
）
か
ら
同
年
九
月
一
日
（
金
）
ま
で
受
け
付
け
る
。

㈡

申
込
方
法

住
所
・
氏
名
、
郵
便
番
号
記
載
の
返
信
用
封
筒
（
角
型
二
号
（
Ａ
四
判
の
用
紙
が
折
ら
ず
に
入
る

大
き
さ
）
）
に
、
郵
便
切
手
百
四
十
円
分
を
貼
付
し
、
郵
送
す
る
こ
と
。

㈢

請
求
先

一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
試
験
課
（
〒
二
五
二
―
○
二
九
九

日
本
郵
便
株

式
会
社
相
模
原
郵
便
局
留
）

五

受
験
手
続

１

郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み

㈠

受
付
期
間

平
成
二
十
九
年
八
月
七
日
（
月
）
か
ら
同
年
九
月
八
日
（
金
）
ま
で

㈡

受
付
場
所

一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
試
験
課
（
受
験
願
書
及
び
試
験
案
内
が
入
っ
て
い

た
封
筒
を
使
用
し
、
受
付
期
間
内
に
郵
便
局
の
窓
口
で
必
ず
簡
易
書
留
郵
便
で
郵
送
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
九
月
八
日
の
消
印
が
あ
る
も
の
ま
で
受
け
付
け
る
。
）

㈢

提
出
書
類

受
験
願
書
（
顔
写
真
貼
付
、
受
付
郵
便
局
の
日
付
印
の
あ
る
振
替
払
込
受
付
証
明
書
（
お
客
さ
ま

用
）
の
貼
付
が
あ
る
も
の
）

行
政
書
士
試
験
身
体
障
害
者
等
受
験
特
例
措
置
申
請
書
及
び
医
師
の
診
断
書
等
（
対
象
者
の
み
）

㈣

受
験
手
数
料
の
払
込
み

受
験
手
数
料
の
払
込
方
法
は
、
試
験
案
内
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
。

２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み

㈠

受
付
期
間

平
成
二
十
九
年
八
月
七
日
（
月
）
午
前
九
時
か
ら
同
年
九
月
五
日
（
火
）
午
後
五
時
ま
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
、
九
月
五
日
（
火
）
午
後
五
時
で
終
了
し
、
午
後
五
時

ま
で
に
入
力
を
完
了
し
な
い
と
、
接
続
中
（
入
力
中
）
で
あ
っ
て
も
申
込
み
が
で
き
な
く
な
る
の
で

大
分
県
報
（
雑
報
）

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

七



注
意
す
る
こ
と
。

こ
の
期
間
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
二
十
四
時
間
利
用
可
能
。
入
力
方

法
等
手
続
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
し
確
認
す
る
こ
と
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
s://g

y
o
se
i-sh
ik
e
n
.o
r.jp

）

最
終
日
（
九
月
五
日
（
火
）
）
は
、
大
変
混
雑
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
繋
が
り
に
く
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
早
め
に
申
し
込
む
こ
と
。

㈡

受
験
手
数
料
の
払
込
み

ア

受
験
手
数
料
の
払
込
み
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
（
申
込
者
本
人
名
義
の
も
の
に
限
る
。
）
に

よ
る
決
済
又
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
払
込
み
に
限
る
。

イ

利
用
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
次
の
と
お
り
。

V
IS
A
、
M
a
ste
r、
U
C
、
JC
B
、

ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
及
びD

in
e
rs

ウ

利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
次
の
と
お
り
。

セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
、
サ
ー
ク
ル

Ｋ
、
サ
ン
ク
ス
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
及
び
ス

リ
ー
エ
フ

３

受
験
手
数
料

七
千
円

払
込
み
に
要
す
る
費
用
は
、
受
験
申
込
者
の
負
担
と
す
る
。

ま
た
、
一
旦
払
い
込
ま
れ
た
受
験
手
数
料
は
、
地
震
や
台
風
等
の
天
災
等
の
事
由
に
よ
り
、
試
験
を

実
施
し
な
い
こ
と
と
し
た
場
合
等
以
外
は
返
還
し
な
い
。

六

特
例
措
置
の
実
施

身
体
の
機
能
に
障
が
い
の
あ
る
者
で
受
験
に
際
し
て
特
例
措
置
（
車
椅
子
の
使
用
、
補
聴
器
の
使
用
、

拡
大
鏡
の
持
込
み
等
）
を
希
望
す
る
者
に
は
、
希
望
す
る
措
置
を
行
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
受
験
申
込
み

（
「
郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み
」
又
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
」
）
に
先
立
っ
て
一
般

財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ま
で
相
談
す
る
こ
と
。

七

合
格
発
表
の
日
時
及
び
方
法

１

合
格
発
表
の
日
時

平
成
三
十
年
一
月
三
十
一
日
（
水
）
午
前
九
時

２

合
格
発
表
の
方
法

一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
事
務
所
の
掲
示
板
に
合
格
者
の
受
験
番
号
を
公
示

（
掲
示
）
す
る
。

公
示
後
、
受
験
者
全
員
に
合
否
通
知
書
を
郵
送
す
る
と
と
も
に
、
一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
合
格
者
の
受
験
番
号
を
掲
載
す
る
。

八

試
験
に
関
す
る
問
合
せ
先

一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
二
十
五
番
地

全
国
町
村
議
員
会
館
三
階

電
話
（
〇
三
）
三
二
六
三
―

七
七
〇
〇

大
分
県
総
務
部
市
町
村
振
興
課
行
政
班

大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一
号

電
話
（
〇
九
七
）
五
〇
六
―
二
四
〇
八

大
分
県
報
（
雑
報
）

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

八


